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＜連絡事項＞

· 患者様の退院日時が決定した時点で、患者様の担当Ｎｓはケアプロセスをパソコンに入力するようお願いします。入力するフォルダは看護課共有のケアプロセス評価表です。

＜患者様連絡事項＞

・畑中　徹様　　　胃痛訴えあり　

ガスター（20）1Ｔ　1×vds　（消化性潰瘍剤）7日分処方あり。

・磯島　貴広様　　ツベルクリン反応検査行っています。判定12日（金）

・石切　久様　　　食事変更　夕食より　普通食→大盛りです。

・山田　隆雄様　　心理検査日時変更　本日14：00→12日14：00へ

・蛯名　英一様　　14日の家族勉強会の参加者について誰が来院するのか10日の準夜帯で確認したところ、息子様は「奥様に確認してから」「11日に電話をかけて頂いた方が確実です。」と話されているため、11日の日勤帯で電話連絡をするようお願いします。息子様へ勉強会に誰が参加するのか確認して下さい。奥様については病状が良くないのであれば今回は無理しなくても良い事。来院するのであれば本人と会って頂きたい事を伝えて下さい。（前回、来院したが英一様には会わないと面会されなかった為）またカンファレンスに下平PSWから14日のアルコール依存症治療プログラムの家族勉強会の概要について説明がありました。

○日時　1月14日　10時～11時半頃まで　

○参加スタッフ　下平PSW　外城Ｎｓ　

○概要　※2回に分けて実施する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1回目　御本人の治療の経過の説明

（身体状況・治療による身体面・精神面の改善状況）

　　　　　　　　治療プログラムの様子・内容をビデオで説明　

2回目　今後の生活について

（退院後の通院方法・断酒会・本人の休息について等）

以上の点を踏まえて実施していく予定です。　　　　

· Ａユニットの洗濯乾燥機の音がうるさいとクレームあり。乾燥機に時間がかかり夜間までかかってしまう事あり睡眠の妨げになるようです。

対応策として　乾燥をする場合は最終18時まで。

22時には乾燥が終了していなくても停止する事にしてはどうか

という案が出ました。とりあえず本日はこれで対応します。10日の準夜帯の時点で本多富美様が洗濯機を使用していたため、スタッフから使用時間等を説明し本人に了解して頂き、その後22時までに乾燥が終了していなかった為、Ｂユニットの乾燥機で乾燥して頂いています。今後の使用方法についてカンファレンスにて検討をお願いします。

· 佐々木　浩志様　本日主治医面談しています。今後は上京し就職したいと言われ、入院　　

継続の意志が無い為１月１３日（土）１０時退院となります。

当面は五戸で生活し当院へ外来通院を継続し、自立支援制度を利用していくことの事です。１１日のリーダーは初外来日の確認、退院時処方の確認お願いします。

１２日に退院療養検討会議予定です。

＜安ヶ平Ｄｒ診察状況＞

・佐藤　昌宏様　「これから春になるので、畑などをやりたい」と主治医に話されていますが、主治医より措置入院の解除が目的ではないか本人に指摘すると

　　　　　　　　「はい、そうです。」と話されています。本人措置入院の解除に関して、敏感になっていると思われるため、精神症状の状態の軽減・生活面などの改善の必要性などを説明していきましょう。

・石切　久様　　腰痛を訴えており、主治医より毎日ラジオ体操を行う様にとの指示がありました。余暇時に本人へ体操もしくは運動を促していきましょう。

勉強会

幻覚

· 幻覚とは・・・　その場にないものを実際にあるように知覚すること。幻覚は人間の全　　　　　　　　　
　　　　　　　　　ての感覚器官に対応した幻覚があります。

· 当病院の患者様の代表的な疾患の1つに「統合失調症」がありますが、幻覚も統合失調症の患者様によく見られる症状のうちのひとつです。代表的な2つの症例です。

『幻聴』　周囲の人には聞こえない音声が聞こえる症状です。幻聴には自分の体の外から聞こえるのと、体の中から聞こえるのもあります。大体の幻聴はその人に対して被害的な内容が多いです。

『幻視』　その場にないものが見えるという症状です。単純な色や光が見えるほかに、動物や人など具体的なものが見えることもあります。

我々医療従事者の観察点としては

· おびえた表情をしていないか

· 耳を手でふさいでいないか
· 布団を頭から覆っている、耳栓またはイヤホンをするなどの行動がないか
また非現実的な発言などがないかを観察する必要があります。幻聴を言語化できない患者様などは、表情・行動などから症状を読み取る必要性があります。
